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ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
５
領
域
中
、福
本
先
生
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
。
 

国
際
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
必
要
な
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
専
門
で
、通
算
７
年
間
の
 

ア
メ
リ
カ
留
学
経
験
を
生
か
し
、英
語
、デ
ィ
ベ
ー
ト
、英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
教
え
て
い
ま
す
。
 

留
学
中
、原
子
爆
弾
型
の
原
爆
ピ
ア
ス
の
発
売
に
衝
撃
を
受
け
、日
米
の
国
民
の
意
識
の
相
違
を
研
究
。
 

今
後
は
、「
戦
争
は
立
場
に
よ
っ
て
加
害
者
、被
害
者
の
ど
ち
ら
に
も
な
り
得
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
 

ど
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
い
方
が
変
わ
る
の
か
を
比
較
研
究
し
た
い
。
そ
こ
か
ら
ア
ジ
ア
と
の
共
生
を
 

可
能
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
タ
ー
ン
を
見
い
出
せ
れ
ば
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 文
化
や
立
場
で
も
変
わ
る
 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
 

 使
い
方
。 

　
　
　
学
の
学
部
時
代
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　
　
　
ョ
ン
・
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
学
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、そ
の
分
野

へ
の
興
味
が
つ
の
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
聞
い
て
連
想
す
る
こ

と
は
何
？
と
授
業
で
聞
く
と
「
お
互
い
を

理
解
す
る
」
や
「
言
葉
の
や
り
取
り
」
な
ど

意
思
疎
通
と
し
て
の
意
見
が
多
い
で
す
が
、

喧
嘩
、誤
解
や
、ま
た
聞
き
も
立
派
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
動
で
す
。
送
り
手
・
聞
き

手
の
意
味
の
解
釈
、言
語
･
非
言
語
メ
ッ
セ

ー
ジ
、状
況
、時
間
経
過
な
ど
多
く
の
要
素

が
絡
む
意
味
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
更
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
の
中
に
も
異
文
化
、小
集
団
、組
織
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
分
野
が
あ
り
、交
換

留
学
で
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
大
学
―
マ
デ

ィ
ソ
ン
校
で
勉
強
し
た
時
は
、ア
メ
リ
カ
合

衆
国
で
は
こ
れ
だ
け
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
の
分
野
や
関
連
授
業
が
あ
る
の

か
と
驚
い
た
も
の
で
す
。
 

　
　
　
9
9
7
‐
2
0
0
3
年
に
は
、ニ
ュ

　
　
　
ー
メ
キ
シ
コ
州
立
大
学
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
･
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
部
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
渡
米
前
は
、異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、国
･
人
種
・

性
別
･
宗
教
な
ど
の
文
化
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
パ
タ
ー
ン
に
影
響

を
及
ぼ
し
、異
な
り
が
発
生
す
る
と
理
解

し
て
い
た
の
で
す
が
、渡
米
後
は
、他
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
学
び
ま
し
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
文
化
が
形
成
さ
れ
る
の
で
、そ

の
文
化
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ル

や
意
味
解
釈
を
調
べ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ

た
り
、社
会
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
や
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
よ
う
に
「
力
」の
作
用
で
判
断
基

準
な
ど
が
不
平
等
に
固
定
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
作
用
に
対
し
て
各
自
が
自
分
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
意
識
的
で
あ
り
社
会
変
化

を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
指
す
ア
プ
ロ
ー
チ

が
あ
っ
た
り
、と
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
と
い
っ
て
も
幅
が
あ
る
の
だ
と
学
び
ま

し
た
。
 

　
　
　
在
は
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
で
の
担
当
な

　
　
　
の
で
、仕
事
の
状
況
と
関
連
の
高
い

対
人
・
小
集
団･

組
織･

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
上
げ
な
が
ら
、国
内
外
の
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
生
達

と
一
緒
に
学
ん
で
い
ま
す
。 
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福本明子 
【学歴・職歴】 
1993年 3 月　南山大学外国語学部英米科卒業 
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 修士課程修了 
2003年12月 ニューメキシコ大学コミュニケーション・ジャーナリズム学部 
 博士課程修了 
2004年 4 月 愛知淑徳大学ビジネス学部講師 
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【福本先生の 
　　　  主要著作・論文リスト】 
　　　　　　　○共著　□論文 
○「Cross-Cultural and Inter-
cultural Work Group Com-
munication Between Jap-
anese and U.S. Americans.」
Small group communica-
tion : Theory and prac-
tice(8th ed).出版社：Brown 
and Benchmark　２００３ 

□「Communicating across 
Time and Experiences : 
How did the Survivors of 
the Great Hanshin Earth-
quake Convey Their Mes-
sages by Negotiating 
Cultural Norms?」日本コミ
ュニケーション学会ヒューマン・
コミュニケーション研究３１号
　２００３ 

□「原爆ピアスを巡る集団の記
憶の検証―集団の記憶のリテ
ラシーを求めて―」日本コミ
ュニケーション学会ヒューマン・
コミュニケーション研究３２号
　２００４ 
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